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多良間村は、39番目の

連合に加盟しています。
「日本で最も美しい村」

令和7年 3月３日発行
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T A R A M A  V I L L A G E  P U B L I C I T Y  P A P E R S

日本農業遺産 沖縄県多良間地域が県内初認定

農林水産省において
認定証の授与式・記念講演会

▲八木信行委員長（世界農業遺産等専門家会議）を囲んで記念撮影

▲賑わうサイドイベントブース（試飲試食・特産品コーナー）

表紙撮影：幸地徳夫（土原、東京多良間郷友会）

▲江藤拓農林水産大臣(代理 前島明成農村振興局長)より
伊良皆光夫協議会長に認定証の授与



巳年トゥイ会　盛大に開催！

令和７年２月17日(月)、コミュニティー施設にお
いて巳年合同生年祝賀会 (トゥイ会)が盛大に開催さ
れた。会の前には、97歳の伊良皆和さんとご家族の皆
さんがカジマヤーを祝い村内をパレードした。祝賀
会には多良間村内外から約80名の巳年生まれが参加
し、余興では小学５年生によるエイサー、各年代によ
る踊りなどが披露され、12年ぶりの再会を喜ぶとと
もに世代間での親睦を楽しんでいた。

73歳の皆さんより、小学校へ寄付があ
りました。

古堅秀樹校長先生は「多良間小学校の
59名の子ども達は日々勉強、スポーツで
頑張っている。今後とも応援をお願いし
ます。」と述べた。寄付金は教育活動で有
効に活用するとのこと。

カジマヤーの伊良皆和さんとご家族

伊良皆和さんパレードの様子

73歳の皆さんによる幕開け
小学５年生による“ふしゃぬふエイサー”

49歳の皆さんによる“マツケンサンバ”
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ふるさと納税で「ランドセル」の寄贈がありました

グッジョブ地域連携協議会が優秀賞を受賞

さぁたぁ小劇場 in 多良間村

愛知県名古屋市在住の伊藤全哉さんから、多良間
小学校に入学する新１年生7名にふるさと納税でラ
ンドセルが贈られた。令和７年３月10日(月)、役場
二階会議室において贈呈式が行われ、伊藤さんに代
わり池城三千雄教育長がピカピカのランドセルを手
渡した。伊藤さんはこれまで福祉用具や小学校へサッ
カーゴール、大型電動スクリーンの寄贈をいただいた。
ランドセル寄贈は６年連続になり、多良間小学校に
通う児童の元気の源となっている。

多良間村グッジョブ地域連携協議会が文部科学省・経済
産業省主催の第13回キャリア教育推進連携表彰において
優秀賞を受賞した。また、文部科学省主催の第17回キャリ
ア教育優良教育委員会文部科学大臣表彰で多良間村教育
委員会が優良教育委員会賞を受賞した。「15の島立ち」に向
け地域全体で子どもの教育を支える、心温まる取組として
高く評価された。

令和７年２月23日(日)、コミュニティー施設においてNHK沖縄放送局による「さぁたぁ小劇場
in多良間村」が開催され、小学生・幼稚園生と保護者の皆さんが参加した。「うちなーであそぼ」の
鑑賞会、うちなークイズ、琉球交響楽団のヴァイオリニストによる演奏会が行われた。

伊藤さんから送られたランドセルを背負い
笑顔の子どもたち

ダブル受賞を喜ぶ池城教育長(右)と
担当の兼濱さん(左)

沖縄に関する質問に答える参加者の皆さん さぁたぁちゃんと記念撮影

広報
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自動運転カート  デザインを考えてみませんか！（メンバー募集中）

令和６年度農産品評会

知念貴明さん　自衛隊第十五旅団長から感謝状を受賞

新しいカートのラッピング、走行中に流すBGM
など、愛着が持てる自動運転車両のデザインをお話
ししませんか！

令和７年２月24日(月)、地域における農産物、加
工品の栽培・加工技術、品質等を競い生産の向上を
図るとともに生産活動の促進を通して地域内消費
を図ることを目的に、令和６年度農産品評会が行
われた。出品数は52品目391品、入賞は99点あった。
また、コミュニティー施設前では焼き芋、かぼちゃ、
植物コンテナの葉野菜の即売会、婦人会によるパ
ンビンの販売があった。

令和７年３月28日(金)、知念貴明さんは自衛隊第十五
旅団長より感謝状を受けとったことを伊良皆光夫村長へ
報告した。感謝状には「貴殿は平素から我が国の防衛と
自衛隊の任務の重要性を深く認識され防衛基盤の醸成に
尽力された。特に令和五年に宮古沖で発生した航空機事
故において船舶を御提供いただき捜索基盤の拡充に大き
く貢献された。駐屯地防衛モニターを歴任し各種行事等
の広報活動を含め地域の特性を踏まえた意見を頂く等円
滑な隊務運営に貢献をされた。ここに深甚なる感謝の意
を表す。」と記されている。

開催頻度： 令和７年４月～５月に３回程度
　　　　　（６月にメーカーへ報告予定）
参  加  者： 地域住民（関心・意見のある方）

関心のある方はぜひ
多良間村総務財政課（0980-79-2011）又は
沖縄県交通政策課（098-866-2045）へお声がけください。

令和６年度農産品評会(産業経済課提供)

自衛隊からの感謝状受賞を報告した
知念貴明さん（右）
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国民年金からのお知らせ

広報

【お手続きについて】
①「国民年金保険料免除・納付猶予申請書」を記入
②�申請書を提出（次のいずれかに提出してください。

郵送でも可能。）
　● �市役所の窓口または平良年金事務所
※退職（失業等）による申請の際は、次の書類を添付してください。

◎失業した事実が確認できる証明書類の写し
　● �雇用保険受給資格者証、雇用保険受給資格通

知、雇用保険被保険者離職票、雇用保険被保
険者資格喪失確認通知書　など

　なお、過去に同一の失業等の理由により免除等
を申請し、失業した事実が確認できる証明書類を添
付したことがある場合は、あらためて添付する必要
はありません。

お問合せ
平良年金事務所　国民年金課
☎72-3650（自動音声②→②）
多良間村役場　住民福祉課
☎79-2623

退職（失業等）により国民年金保険料の納付が困難な方は
『特例免除』を申請できます！

対象となる方 申請者本人、世帯主または配偶者のいずれかが退職（失業等）された方
※退職（失業等）された方の前年の所得をゼロとして審査します。

保険料の納付が
免除される期間

失業等のあった月の前月から翌々年６月まで　※免除等申請ができる期間
・過去期間：申請書が受理された月から２年１か月前（すでに保険料が納付済の月を除く）まで。
・将来期間：翌年６月（１月～６月に申請したときは、その年の６月）まで。
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スツウプナカ予算会

危険物取扱者試験

消防設備士試験

● 第1回 危険物取扱者試験（琉球大学のみ）

※定員に達した場合は、午後の部(乙種4類のみ)も実施します。

● 第2回 危険物取扱者試験（琉球大学以外）

試 験 日 令和7年6月8日（日）
試 験 種 類 甲種、乙種（第１類〜第６類）、丙種
願書受付期間 令和7年4月30日（水）〜5月8日（木）
試 験 会 場 琉球大学

試 験 日 令和7年6月15日（日）

試 験 種 類 甲種、乙種（第１類〜第６類）、丙種

願書受付期間 令和7年5月7日（水）〜5月14日（水）

試 験 会 場
沖縄工業高等専門学校、那覇工業高等
学校、宮古工業高等学校、八重山商工
高等学校

［願書配布先］
各消防本部予防課、県宮古事務所総務課、県八重山事務所総務課、
ジュンク堂書店那覇店、消防試験研究センター沖縄県支部
※ 電子申請できます。ホームページをご覧下さい!!
https://www.shoubo-shiken.or.jp/

［お問合せ先］
(一財)消防試験研究センター沖縄県支部  〒900-0029 那覇市旭町116-37  自治会館6階  ☎︎098-941-5201

［お問合せ先］
(一財)消防試験研究センター沖縄県支部  〒900-0029 那覇市旭町116-37  自治会館6階  ☎︎098-941-5201

広報

旧正月後初めの「みずのと み」の
日である、令和７年３月25日( 火 )
に各祭場のブシャ座においてスツ
ウプナカ予算会が持たれた。スツ
ウプナカは豊年の感謝と祈願を主
にした祭りで、今年は５月24日(土)
に行われる。

試験日:令和7年6月22日(日)
試験の種類 :午前の部乙種(第1類～第7類)
	        午後の部甲種(特類、第1類～第5類)
試験会場 :琉球大学
願書受付期間 :令和7年5月15日(木)～5月22日(木)

願書配布先 :�各消防本部予防課、県宮古事務所総務
課、県八重山事務所 総務課、ジュンク
堂書店那覇店、消防試験研究センター

※ 電子申請できます。
     ホームページをご覧下さい!!
https://www.shoubo-shiken.or.jp/

予算会の様子（ナガシガー）
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琉球王国時 代の「抱護（ポーグ）」が育む
多良間島の 持続的農業システム

特産品コーナー、沖縄総合事務局、県東京事務所、県宮古農林振興センター、三幸食品の関係者の皆さんも参加されて諸準備や来客対応をされた

日
本
農
業
遺
産
認
定
ま
で
の
経
緯

令
和
４
年
12
月
、第
１
回
多
良
間
村
政
施
行
１
１
０
周
年
記
念

事
業
実
行
委
員
会
に
お
い
て
、記
念
事
業
の
一
環
と
し
て「
日
本
農

業
遺
産
登
録
申
請
」が
承
認
さ
れ
た
。

令
和
５
年
７
月
、第
１
回
多
良
間
村
農
業
遺
産
推
進
協
議
会
、８

月
に
は
作
業
部
会
を
開
催
し
て
取
組
み
を
進
め
た
。
そ
し
て
、令

和
６
年
５
月
、第
２
回
多
良
間
村
農
業
遺
産
推
進
協
議
会
、第
２
回

作
業
部
会
を
開
催
し
て
、認
定
申
請
書（
案
）が
審
議
さ
れ
承
認
さ

れ
た
。

６
月
18
日
、「
多
良
間
地
域
認
定
申
請
書
」を
伊
良
皆
村
長（
協

議
会
長
）、来
間
政
策
参
与
が
沖
縄
総
合
事
務
局
に
出
向
き
申
請

し
た
。農
林
水
産
省
で
の
一
次
審
査（
書
類
審
査
の
み
）の
結
果
、８

月
に
申
請
書
は
通
過
し
た
と
い
う
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、同
年
10
月
23
日
、「
令
和
６
年
度
日
本
農
業
遺

産
の
認
定
に
関
す
る
現
地
調
査
」の
た
め
、世
界
農
業
遺
産
等
専
門

家
会
議
八
木
信
行
委
員
長
を
は
じ
め
、関
い
ず
み
委
員
、内
川
義
行

委
員
が
来
島
さ
れ
抱
護
等
の
調
査・審
査
が
実
施
さ
れ
た
。

そ
し
て
、同
年
12
月
24
日
、農
林
水
産
省
に
お
い
て
最
終
審
査
と

な
る
二
次
審
査
が
行
わ
れ
た
。二
次
審
査
で
は
、県
知
事
挨
拶（
照
屋

副
知
事
）を
始
め
、伊
良
皆
協
議
会
長
挨
拶
、そ
し
て
多
良
間
地
域

に
つ
い
て
の
ビ
デ
オ
上
映
、仲
間
勇
栄
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
プ
レ

ゼ
ン
が
行
わ
れ
た
。こ
れ
ら
の
成
果
が
実
り
、令
和
７
年
１
月
24
日
、

多
良
間
地
域
は
県
内
初
の
日
本
農
業
遺
産
の
認
定
を
受
け
た
。

２
月
28
日
、農
林
水
産
省
に
お
い
て
日
本
農
業
遺
産
認
定
証
授

与
式
及
び
記
念
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。こ
れ
ら
の
模
様
を
特
産

品
コ
ー
ナ
ー
等
も
含
め
写
真
で
紹
介
す
る
。（
来
間
）
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八木委員長が激励に。パナパンビンなどの特産品をすすめる
伊良皆協議会長

琉球王国時 代の「抱護（ポーグ）」が育む
多良間島の 持続的農業システム沖縄県多良間地域の

農林水産業システムの名称

令和７年1月24日、日本農業遺産に認定

抱護（ポーグ）の林帯でメモを取る委員の皆
さん。左から説明する仲間アドバイザー、八

木委員長、関委員、内川委員

集落後方の腰当森（クサティムイ）の墓地群で
仲間勇栄(琉球大学名誉教授)アドバイザー

から説明を受ける

エコファーマーについて説明する高江洲昭男
多良間地区さとうきび生産組合長（中央）

女性グループから、６次産業のたらま花茶、ササ
ゲなどの商品開発・販売の説明を受ける

宮古市の森で「トゥブリ」と海の幸を説明す
る豊見山正さん(左)、右は八木委員長

認定地域代表者挨拶を述べる伊良皆協議会長、
右席は各代表者

サイドイベントブースの設置状況。テーブルには特産品を陳列、たらま花
茶、パナパンビンなどの試飲・試食コーナー。左右にのぼり、後方にはポ

スターを配置してお客を迎えた

認定地域プレゼンテーションで多良間地域について
説明する来間政策参与　　撮影：幸地徳夫

認定地域４団体の代表者記念撮影。
左から二人目は伊良皆協議会長

専門家委員専門家委員
によるによる

現地調査の様子現地調査の様子
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「
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
。人
の
た
め

に
尽
く
す
人
で
あ
り
な
さ
い
。」誰
し

も
が
耳
に
し
た
こ
と
の
あ
る
言
葉
で
す
。

私
は
小
さ
い
頃
教
わ
っ
た
記
憶
が
あ
り
、

い
つ
も
心
に
留
め
て
い
る
言
葉
で
し
た
。

で
す
が
私
は
こ
の
言
葉
と
は
、縁
遠
い

生
き
方
を
し
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。

18
歳
の
時
、腰
痛
で
手
術
を
し
、何
年

も
良
く
な
ら
ず
悩
み
続
け
ま
し
た
。入

院
も
何
度
か
し
ま
し
た
。そ
の
頃
は
人

の
事
を
考
え
る
余
裕
な
ん
て
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。そ
れ
で
も
、先
輩
方
・
友

人
・
職
場
の
皆
様
に
は
、温
か
く
接
し

て
い
た
だ
き
、く
さ
る
こ
と
な
く
乗
り

越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
の
こ

ろ「
す
べ
て
の
関
わ
っ
た
人
の
た
め
に
な

る
こ
と
を
し
よ
う
。」小
さ
く
て
も
い
い
、

誰
か
の
た
め
に
行
動
で
き
る
人
間
に
な

る
こ
と
を
心
に
誓
い
ま
し
た
。果
た
し

て
そ
の
よ
う
な
生
き
方
が
で
き
て
い
る

の
か
、ま
だ
ま
だ
そ
の
結
論
を
出
す
に

は
道
半
ば
で
あ
り
、自
問
自
答
を
繰
り

返
す
日
々
で
あ
り
ま
す
。そ
し
て
現
在

は
、多
良
間
村
長
と
い
う
重
責
を
担
わ

せ
て
い
た
だ
き
、決
し
て
自
分
で
意
気

が
る
わ
け
で
は
な
い
が
、自
分
に
し
か

で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。自
分
だ
か
ら

で
き
る
使
命
を
、自
分
の
信
念
の
も
と

全
う
し
た
く
決
意
を
い
た
し
て
お
り
ま

す
。そ

の
た
め
村
長
に
な
っ
て
以
来
、次

の
三
つ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、物
事
を
決

断
す
る
時
の
判
断
基
準
に
し
て
お
り
ま

す
。

（
１
）�村
長
が
、物
事
を
考
え
行
動
す
る

時
に
は
、私
利
私
欲
を
捨
て
村
が

発
展
す
る
こ
と
を
判
断
の
基
準
に

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
２
）�村
長
は
、常
に
村
全
体
の
発
展
を

考
え
、高
い
見
識
に
基
づ
い
て
物

事
を
判
断
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。そ
の
た
め
に
は
、常
に

自
己
研
鑽
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
３
）�村
長
は
、衆
知
を
広
く
集
め
生
か

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。世
間
の

知
恵
や
英
知
を
広
く
集
め
る
こ
と

に
よ
り
、村
民
の
希
望（
思
い
）に

あ
っ
た
間
違
い
の
な
い
村
行
政
の

選
択
が
可
能
に
な
る
。

私
は
、村
民
の
皆
様
か
ら
こ
れ
ま
で

に
賜
っ
た
温
か
い
ご
恩
を
大
切
に
し
、

村
民
の
皆
様
と
今
ま
で
以
上
の
絆
を
結

ば
せ
て
い
た
だ
き
、精
一
杯
の
努
力
を

重
ね
て
ま
い
る
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

し
か
し
、ど
ん
な
決
意
を
し
て
も
、

一
人
の
人
間
が
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ

て
い
ま
す
。戦
後
80
年
、か
の
時
代
の

荒
野
に
多
良
間
村
の
将
来
を
描
い
た
先

人
た
ち
も
、一
人
で
は
心
折
れ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。そ
の
側
に
は
励
ま
し
合

い
、時
に
は
涙
し
、肩
を
組
ん
で
語
ら

い
あ
っ
た
仲
間
が
い
た
は
ず
で
す
。小

さ
な
一
人
の
人
間
と
し
て
、何
も
で
き

な
く
て
も
明
日
に
向
か
っ
て
種
を
蒔
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。や
が
て
蒔
い
た
種

が
芽
吹
き
将
来
豊
か
な
実
り
の
時
代
を

迎
え
る
た
め
に
、次
世
代
が
新
し
い
種

を
拾
う
こ
と
の
で
き
る
、大
輪
の
花
が

開
く
こ
と
を
信
じ
て
、私
は
、今
後
と

も
種
を
蒔
き
続
け
ま
す
。

過
去
か
ら
学
び
、今
を
生
き
、刻
一

刻
と
姿
を
変
え
る
多
良
間
村
の
明
日

の
景
色
が
、少
し
で
も
豊
か
さ
・
幸
せ

の
実
現
に
向
か
っ
て
行
動
す
る
た
め
に
、

一
人
ひ
と
り
の
村
民
の
力
が
必
要
で
す
。

多
良
間
村
が
直
面
し
て
い
る
少
子
高
齢

化
・
人
口
減
少
と
い
う
大
き
な
課
題
を

乗
り
越
え
、皆
が
明
る
く
元
気
な
村
が

出
来
上
が
る
こ
と
を
信
じ
て
。

ひとりごと

令和7年３月

広報
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広報

令和 7年　年中行事　多良間村

あ
っ
き
ーの
協
力
隊
O
G
日
記

皆
様
、こ
ん
に
ち
は
。地
域
お
こ

し
協
力
隊
Ｏ
Ｇ
の
あ
っ
き
ー
で
す
♪

少
し
ず
つ
で
す
が
春
め
い
て
き

て
い
る
今
日
こ
の
頃
、皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
も
お
元
気
で
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

実
は
先
月
、プ
ロ
野
球
の
春
季

キ
ャ
ン
プ
を
見
る
た
め
に
沖
縄
本

島
に
行
っ
て
き
ま
し
た
！
私
は
横

浜DeNA

ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
の
大
フ
ァ

ン
な
の
で
す
が
、キ
ャ
ン
プ
地
の
宜

野
湾
海
浜
公
園
に
は
、沖
縄
内
外
か

ら
多
く
の
フ
ァ
ン
の
皆
様
が
訪
れ

て
い
て
、大
変
な
賑
わ
い
で
し
た
♪

（
グ
ッ
ズ
を
買
う
た
め
に
シ
ョ
ッ
プ

に
入
る
ま
で
に
30
分
待
ち
！
）

宜
野
湾
で
の
日
本
一
優
勝
パ

レ
ー
ド
も
見
て
き
た
の
で
す
が
、沿

道
に
び
っ
し
り
と
並
ぶ
フ
ァ
ン
の

皆
様
！
お
隣
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た

ご
夫
婦
は
、今
帰
仁
か
ら
は
る
ば
る

ご
来
訪
さ
れ
て
い
ま
し
た
。今
帰
仁

出
身
の
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
の
選
手
の

フ
ァ
ン
で
、年
に
１
回
横
浜
へ
遠
征

し
て
観
戦
を
す
る
の
が
何
よ
り
の

楽
し
み
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま

し
た
。横
浜
か
ら
遠
く
離
れ
た
沖
縄

で
も
、一
緒
に
応
援
し
て
い
る
仲
間

が
い
る
こ
と
を
幸
せ
に
感
じ
ま
し
た
。

多
良
間
に
来
て
感
じ
た
の
は
、沖

縄
の
方
は
野
球
が
好
き
な
方
が
多

い
な
と
い
う
こ
と
で
し
た
。プ
ロ
野

球
に
と
ど
ま
ら
ず
、高
校
野
球
の
時

期
は
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
野
球
の
話
題
、

役
場
の
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
で
も
沖
縄

代
表
の
試
合
を
中
継
…
。皆
さ
ん
も

ち
ろ
ん
沖
縄
代
表
を
第
一
に
応
援

さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、一
昨
年
の

夏
、沖
縄
尚
学
を
準
決
勝
で
破
っ
た

（
私
の
地
元
）神
奈
川
の
慶
應
高
校
を
、

役
場
の
皆
様
が
決
勝
ま
で
応
援
し

て
く
だ
さ
り
、と
て
も
嬉
し
か
っ
た

で
す
♪

今
年
も
い
よ
い
よ
球
春
到
来
！

プ
ロ
野
球
に
高
校
野
球
に
、め
い
っ

ぱ
い
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
☆

新暦月日 曜日 旧暦月日 干　支
ニサイガッサ定例会 ２月１４日 金 １月１７日 慣例による

山止め ３月４日 火 ２月５日 みずのえ さる

ウプリ ３月８日 土 ２月９日 ひのえ ね

スツウプナカ予算会 ３月２５日 火 ２月２６日 みづのと み

麦プーリ゜ ４月１５日 火 ３月１８日 きのえ とら

粟プーリ゜ ５月９日 金 ４月１２日 つちのえ とら

スツウプナカ ５月２４日 土 ４月２７日 みずのと み

クムリ ウ゚ガン ７月１２日 土 ６月１８日 みずのえ うま

プーリ (゚ム゚ ープーリ )゚ ７月１３日 日 ６月１９日 みずのと ひつじ

スマフシャラ(秋祓い) ８月７日 木 ６月１４日 慣例による(立秋)

ニサイガッサ定例会 ９月７日 日 ７月１６日 慣例による

八月御願手始め ９月１６日 火 ７月２５日 つちのえ ね

山止め ９月２０日 土 ７月２９日 みずのえ たつ

八月御願 ９月２９日 月 ８月８日 恒例による

九月プーリ (゚ウプナカ) １０月２１日 火 ９月１日 みずのと い

ウガンプトゥキ １０月３１日 金 ９月１１日 みずのと とり

マッツー １１月８日 土 ９月１９日 かのと み

多良間神社祭 １１月１０日 月 ９月２１日 恒例による

ニサイガッサ 運城御嶽　村 山    肇
泊  御  嶽　東風平 薫

多良間神社　泉 川  常 光
塩川御嶽　　豊見山 常弘

普天間御嶽　垣 花    隆
　

※詳しいお問い合わせは、ニサイガッサまで
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ヘリコプター体験搭乗と音楽演奏会

令和７年２月22日（土）、自衛隊の活動に対する理
解促進を図るため、陸上自衛隊宮古島駐屯地による
ヘリコプターの体験搭乗と第４音楽隊による音楽演
奏会が開催された。ヘリコプターは村営グラウンド
ゴルフ場を離発着し、多良間島上空を飛行した。音
楽演奏会では、沖縄県出身バンド「BEGIN」などの有
名曲で約70名の観客を楽しませた。

第４音楽隊による音楽演奏会

 年次有給休暇 を上手に活用し
働き方・休み方を見直しましょう
●「年次有給休暇の計画的付与制度」を導入しましょう。
●年次有給休暇付与計画表による個人別付与方式を
　活用すれば休暇の分散化にもつながります。

厚生労働省 都道府県労働局 労働基準監督署

春の大型連休に
休みをつなげて
リフレッシュ。

お詫びと訂正

裏表紙　村制施行110周年記念写真集「写真で見るあの日あの頃編」を飾ろう
写真２段目の説明文
(正) 右：在宮古多良間郷友会 第3回多良間郷友大運動会〔宜野湾市高江洲良一さん提供〕
(誤) 右：在宮古多良間郷友会 第3回多良間郷友大運動会〔那覇市高江洲良一さん提供〕

ご迷惑をお掛けしましたことをお詫びするとともに、ここに訂正させていただきます。

広報たらま12月号に掲載しました次の記事におきまして、誤りがありました。

広報
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広報

不法投棄はやめましょう

昨今、多良間村の棚下や各トゥブリ、溜池の周
辺、塩川高穴といった、島内各地でごみの不法投
棄が見受けられます。

日本で最も美しい村として登録されている多
良間村の自然を壊さないように島民全員で協力
して不法投棄をなくしていきましょう。

不法投棄は犯罪です。
摘発されると、廃棄物処理法第25条に基づき、
● 5年以下の懲役、1,000万以下の罰金
   もしくはその両方
● �法人の場合は同法32条に基づき3億円の罰金刑
　が科されます。
軽い気持ちで捨てたごみが重い罰になって帰って
きます。

お問い合わせ 多良間村役場

みんなの村をみんなで美しく
住民福祉課   ☎︎0980-79-2503 　産業経済課  ☎0980-79-2623　 土木建設課  ☎0980-79-2127

不法投棄禁止
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多良間保育所卒園生名簿

多良間幼稚園卒園生名簿

広報

伊藤 耕一
大城 サラ
兼本 有梨奈
下地 秀吉
古屋敷 洸志
栁岡 碧輝

糸洲 陽南乃
嘉手苅 明葉
佐和田 瑛斗
浜川 亮磨
松川 維吹
湧川 晴世

多良間中学校卒業生名簿

卒園・卒業おめでとうございます！

多良間小学校卒業生名簿

西筋 新菜
奥平 笑央
高江洲 大夢
浜川 朔磨
宮國 心音
栁岡 麗葉

石郷岡 武
知念 龍信
大城 帆菜
清村 宝誉
知念 優羽
濱川 立希

森山 丈一郎
知念 愛玲那
知 念  優

池城 華穂 砂川 美心

池城 遼哉
久高 叶太
手登根 大空
西平 幹人

垣花 隆詠
砂川 慎翔
徳嶺 柚之介
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広報

（　　）内は前月比

緊急ダイヤル
火災・救急  ワンクッションコール 119 番

警察官派出所 （79–2010）110 番
急病人／多良間診療所 79 –2101

歯科診療所 79 –2162
停電／沖縄電力多良間電業所 79 –2147

断水／役場住民福祉課 79 –2623
断水／水道担当 090–1179–5449

家畜疾病／役場産業経済課 79–2503
ガス専用／ JA 多良間 090–6859–2355

世帯数と人口
総世帯数    544  （0）
総人口 1,040  （0）

男 577 女 463
区　別 人　口 世帯数
土　原 66（0） 38（0）
天　川 81（0） 48（0）
津　川 91（0） 48（0）
宮　良 66（0） 32（0）
嶺　間 146（0） 67（0）
大　道 180（0） 100（0）
大　木 255（0） 121（0）
吉　川 151（0） 87（0）
水　納 4（0） 3（0）
出　生 0 死　亡 0
転　入 ０ 転　出 0

（令和７年 1 月末現在）

※緊急の場合以外診療時間内での受診を心がけよう
救急車出動 …4件 …1件ヘリ搬送

 救急車・ヘリ搬送件数1月

編集後記
●   �３月になり、卒業シーズンに突入しましたね。新年度・新生活に向けて心を弾ませている方も多くいるのではないでしょ
うか。季節の変わり目で寒さが戻る日も続いていますので、体調管理を十分に行い、元気に新年度を迎えましょう。

●   今月も広報誌へご協力頂いた皆様、ありがとうございました。				                                     （大城）

伊良皆 充 様（宮古島市）　伊良皆 怜 様（宮古島市）
親里 勝也 様（埼玉県）　　仲座 政子 様（那覇市）　　

ご寄付ありがとう
ございます。
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日本農業遺産の幟（のぼり）とポスターを紹介します

～抱護（ポーグ）とともに島の暮らしと農業～
■
浜
抱
護
に
抱
か
れ
た
多
良
間
島
全
体
の
土
地
利
用
景
観（
右
）と
象
徴
的
な
村
抱
護
、

　
腰
当
森（
御
嶽・墓
地
群
）が
抱
く
村
落
景
観
を
テ
ー
マ
に
の
ぼ
り
を

　
制
作（
各
２
０
本 

単
位
はｍｍ
）各
郷
友
会
に
セ
ッ
ト
で
寄
贈

農林水産省指定のメインポスター（上・下）
サイズ：A1（594mm×841mm）

沖
縄
県
多
良
間
地
域
オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ
ス
タ
ー（
サ
イ
ズ
A1
）


